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現在、私たちはあらゆる情報が混在する中で生活しています。情報は私たちの生活にと

ってなくてはならないものであり、正確な情報をいかに吸収し自分の糧にするのかがと

ても重要になっています。私たちの運動の軸となる『(社)寒河江青年会議所の存在の発信』

は、自己満足に終わらず受け手側から求められるものをいかに発信していくかを考え、

そしてその情報を共有し合い、そこからまた拡く伝播することが必要と考えます。 

これまで(社)寒河江青年会議所が運動してきたことを生かし、その上で時代や地域に合っ

た発信をすることが大切です。今の情報のあり方を理解し活用しながら、そこから一歩

踏み込んだ形を考え、今までの媒体やツールを最大限に生かした新たな発信を試み、特

定の人だけではなく全ての人に受け入れるチャンスを造ることが必要です。コミュニケ

ーションから始まる人と人との繋がりを重視し、地域住民と共に同じ想いと絆を高め発

信していくためには、内部の意識統一は必要不可欠と考え、本年度の各事業でこれまで

以上にメンバーの意識統一を図り、個人としてそして団体としての発信力向上を目指し

ます。私たちもこの固有の団体に属し、志を同じうする者の集まりとして日々運動を共

にしていますが、発信する側もそれを受け取る側も真の姿は同じということに気づき、

そのことを私たち自身がおごらず理解し、さらには受け手側の気持ちを理解することで、

今の地域が何を求め何に期待し何に幸せを感じるのかを知ることができるのです。 

そこから始まる運動を自身の信念に基づき熱く拡く伝播する事で、私たちの運動の価値

が理解され共に歩んでいけるのです。(社)寒河江青年会議所の存在の発信を通じて、地域

住民との拡がりある人同士の繋がりと絆を創造することが、真の青年会議所運動であり、

そこから拡がる『波紋の輪』が『地域の和』を生み出し、明るく豊かなまちづくりと未

来の宝を育むことに繋がるものと確信します。 
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